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「鼈
隧
」か
咆
隕
筆

誦
い
は
続
く

１
９
６
９
年

１
月

、
学

生
た
ち

が

バ
リ
ケ
ー
ド

で
封
鎖
し

て
立

て

こ
も

っ
た
東
京

。
本
郷

の
東
大
安

田
講
堂
が

「
陥
落

」
し
た
。
大
学

紛
争
が
激
化
す
る
中

、
機
動

隊
と

攻
防
戦
を
繰
り
広
げ
た
安

田
講
堂

事
件

で
日
本

は
ひ
と

つ
の
曲
が
り

角
を
迎
え
た
。
あ
の
熱
狂
と
挫
折

の
季
節
か
ら
５０
年
。
東
大
全
共
闘

の
元
学

生
た
ち
は
ど
ん
な
人
生
を

た
ど

っ
て
き
た
の
か
。

こ
の
１
月

、
安

田
講
堂

で
在
宅

医

療

の

シ

ン
ポ

ジ

ウ

ム

が

あ

っ

た
。
登
壇
者

は

「
あ

の
日
か
ら
５０

年
」
の
思
い
と
人
生

を
語

っ
た
。

「
ぼ
―

っ
と
生
き

て
な
ん
か
い
な

い
よ
な
」
。
休
憩
中

に
流
行
語
を

も
じ
り

、
語
り
合

う
人
も

い
た
。

一
■

檬

一
見
縁
遠
い
東
大
闘
争
と
在
宅

医
療
。
だ
が
、
闘
争
の
養
火
点
は

医
学
部
闘
争
だ

っ
た
。
６８
年
１

月
、
無
給
の
研
修
に
頼
る
イ
ン
タ

ー
ン
制
度
や
国
の
登
録
医
制
度
導

入

に
反
対
す
る
医
学
部
学
生
や
研

修

医

ら

は
無

期

限

ス
ト

に
入

っ

た
。
医
局
長
を
拘
束
し
た
と
す
る

３
月
の
処
分
発
表
に
も

、
学

生
ら

は
不
当
処
分
だ
と
反
発
し
た
。

６
月
に
は
医
学
部
学
生
ら
が
安

熙
講
堂
を
占
拠
。
長

田
博
昭

。
聖

マ
リ

ア

ン
ナ

医

科

大

名

誉

教

授

（
７６
）
は
各
大
学
医
学
部

Ｏ
Ｂ
の
全

国
組
織

、
青
年
医
師
連
合

（
萱

医

連

）
の
東
大
メ

ン
バ
ー
。

「
２
晩

議
論

し

て
全
学
に
訴
え
よ
う
と
な

り

、
２０
人
足
ら
ず

で
実
行

し
た
」

と
語
る
。
２
日
後

に
大
学
側
が
機

動
隊
を
導
入
。

「
大
学

の
自
治
を

守
れ
」
と
の
声
が
広
が

っ
た
。
７

月

に
全
学
共
闘
会
議

（
東
大
全
共

闘
）
を
結
成

。
１０
月

に
は
全
学
無

期
限

ス
ト
に
至

っ
た
。

一
方

、
日
本
共
産
党
系

の
日
本

民
主
青
年
同
盟

に
も

一
定

の
支
持

が
あ
り

、
■
月
に
加
藤

一
郎
法
学

部
長
が
総
長
代
行

に
な
る
と
事
態

収
拾

を
求
め
る
声
も
増

え
た
。
６９

年
１
月

の
攻
防
は
学
内
外

の
勢
力

年
年
年
年
　
年

が
せ
め
ぎ
あ
う
中

で
起

き
た
。

１
月

１８
日
朝
か
ら
警
官
隊
約

８

５
０
０
人
が
構
内

に
入
り
安

田
講

堂

を
囲
み

、
１９
日
夕
方
ま

で
攻
防

が
続

い
た
。
機
動
隊

の
催
涙
液

の

放
水
や
ガ

ス
銃

に
学
生
ら
は
投
石

や
火
炎
瓶

で
抵
抗
。
負
傷
者
多
数

、

逮
捕
者

６
０
０
人
余
を
数

え
た
。

．■

慾

「
敗
北
感
は
あ

っ
た
。
７０
年
安

保

に
向
け

て
必
然
的

に
大
学
内

の

問
題
か
ら
学
外

の
政
治
権
力
闘
争

に
移

っ
て
い

っ
た
」
と
語
る
堂
垂

伸
治
医
師

（
７．
）
は
、
１
月

の
シ
ン

ポ
を
主
催
し
た
。
工
学
部
航
空
学

科

の
学
生

で
、
当
日
は
デ

モ
に
身

を
投

じ
た
。

６０
年
代

、
米
国

で
は
公
民
権
運

動
が
盛
ん

に
な
り

、
国
内
外

で
ベ

ト
ナ
ム
反
戦
や

パ
リ
五
月
革
命

、

成
田
闘
争

の
動

き
が
あ

っ
た
。
堂

垂

さ

ん

は

「
常

識

や
権

威

を

疑

い
、
医
療
制
度
を
含
む
社
会

の
あ

り
方

、
物
事

の
本
質
を
根
源
的
に

問
お

う
と
す
る
。

『
主
張

し

、
行

動
す
る
大
量

の
若
者
た
ち
』
だ

っ

た
」
と
振
り
返
る
。

安

田

講

堂

の

学

生

側

防

衛

隊

長

、
故
今
井
澄
医
師

全
九
参
院
議

員

）
は
地
域
医
療
も
主
導
し
た
。

堂
垂

さ
ん
は

「在
宅
医
療

は
社
会

運
動
だ
と
思

っ
て
や

っ
て
き
た
。

取
り
組
み
は
現
在

の
国

の
介
護
制

度
に
結
実

し
て
い
る

」
と
話
す
。

助
手
共
闘

の
窓
目
的
役
割
を
担

っ
た
最
首
悟

。
和
光
大
名
誉
教
授

（
８２
）
は

「
き
わ
め

て
原
始
的

な
異

議
申
し
立

て
と
問
い
か
け
。
何

か

明
確

な
目
的
が
あ

っ
た
わ
け

で
は

な

い

『
壮

大

な

ゼ

ロ
』

」

と

言

う
。
予
備
校
講
師

の
傍
ら
助
手
を

２７
年
間
。
障
害
が
あ
る
娘

の
親

と

し

て
、
相
模
原
市

の
障
害
者
施
設

で
起

き
た
殺
傷
事
件

の
被
告

の
手

紙
に
神
奈
川
新
聞
紙
上

で
答
え
る

連
載
が
続

く
。

「
学
問
を
ひ

っ
く

り

返

し

た

知

的

な

営

み

、

『
問

学
』
を
問

い
続

け
る
」

全
共
闘
世
代

は
い
ま
医
療
や
介

護

に
直
面
し

て
い
る
。
１
月
の
シ

ン
ポ

に
登
壇

し
た
医
師

。
作
家

の

嫌

田
賞
さ
ん

（
７０
）
は
、
今
井
医
師

の
志
を
継

い

で
長
野
県
の
諏
訪
中

央
病
院

で
地
域
医
療

に
取
り
組
ん

で
き
た
。

「
僕
た
ち
は
ま
だ
上
俵

を
割

っ
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
が

勝
負

」
。
堂
垂
さ
ん
は
、
ア
ン
ケ

ー

ト

を

募

り

四

半

世

紀

ぶ

り

に

「
全
共
闘
白
書
」

の
続
編
を
出
版

す
る
企
画

に
も
参
加
し

て
い
る
。

小
杉
亮
子

氏

の

「
東
大
間
争

の

語
り
」
な
ど
関
連
の
出
版
も
相
次

ぐ
。
教
養
学
部
助
教
授
だ

っ
た
折

原

浩

。
東

大

名

誉

教

授

（
８３

）
は

「
東
大
闘
争
総
括

」
を
出
版

。
争

点

の
医
学
部
や
文
学
部

の
処
分
間

題

に

つ
い
て
大
学
と
全
共
闘
双
方

の
主
張

を
検
証

し
た
。

「
当
局
が

事
実
誤
認

を
認

め
、
処
分
を
自
紙

撤
回
す
れ
ば
機
動
隊
導
入
も
入
試

中
止
も
避
け
ら
れ
た
は
ず
。
事

実

関
係

に
さ
か

の
ぼ
る
議
論
や
個
人

の
意
見
が

な
い
。
そ
う
い
う
集
団

同
調
性
が
今

も
問

わ
れ
て
い
る
」

「歴
史

と
し

て
の
東
大
闘
争
」
を

出
し
た
富

田
武

・
成
嗅
大
名
誉
教

授

（
７３
）
は
ヽ
東
大
闘
争

の
特
徴
を

「
全
共
闘
元
代
表

の
山
本
義
隆

氏

な
ど

、
経
験

も
理
論
も
あ
る
年
長

者

の
役
割
が
大
き
か

っ
た
。
党
派

勢
力

の
措
抗
も

、
党
派
に
属
さ
な

い
ノ

ン
セ
ク
ト

。
ラ
ジ
カ
ル
の
主

導

を
可
能

に
し
た
」
と
語
る
。

「
入

試
中
止
な
ど
多
く

の
人

の
人
生

に

影
響
が
あ

っ
た
。
自
分
は
こ
う
し

て

き

た

と

正

直

に

語

る

し

か

な

い
」
。
今

の
思

い
だ
。

（大
内
情
興
）

鰊硫睾咤愧蝙

学
内

へ
の
機
動
隊
導
入
に
抗
議

し
、
東
大
安
田
講
堂
前
に
集
ま

っ
た
学
生
は
約
６
千
人
と
も
７

千
人
と
も
＝
１
９
６
８
年
６
月

医
師
の
堂
垂
伸
治
さ
ん
ら
が
東
大
安

囲
講
堂
で
開
い
た
地
域
包
括
ケ
ア
と

在
宅
医
療
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＝
２
０

１
９
年
１
月
、
東
京
都
文
京
区

1969護群(昭和翻筆) 東大安圏講堂事件
ヽ

歌「F~~~~~1~芙r」
~~――――――――藤

「

~~~~~―― ――-1 -― 一
ぶ
一
■

東大全共 闘系の学生 らが立てこもった東大安 田講堂。機動隊の放

水や ガス銃 に、学生 らは投石や火炎瓶で抵抗 した =1969年 1月

饉東大闘争 と東大安田講堂事件
1953年  学生 らが共産主義者 同盟 (プン ト)結

成。 60年安保闘争で中心 的役害Jを担 う
大学管理法案反対闘争

一部大学で学費値上 げ反対闘争忠ど

青年医師連合 (青医連 )結成
佐藤栄作首相外遊阻上を掲げた羽 E14聞

争

1月 、東京大学医学部で IF期 限ス ト.
3月 、東大医学部で学生 ら17人の処分
発表。 5月 、日大全学共闘会議 (日 大
全共開 )結成 ,6月 、東大安 田講堂封
鎖を機動隊が解除。 7月 、東大全共聞
結成。10月 、東大で全学無期 限ス トが

成 立 。 11月 、大 河 内一 男東 大 総 長 辞
任。加藤―郎法学部長が総長代行 に

1月 18～ 19日 、安 田講堂で攻防戦 .同
20日 、東大入試中止が決まる。 8月 、
大学の運営 に関する臨時措置法公布 .

9月 、東京・ 日比谷で全国全共闘連合
結成

日米安保条約が自動延長。 この頃か ら

革マル派 、中核派などの内ゲバ激化
連合赤軍の浅間山荘事件

69年

70年

72年

全
共
闘
を
教
識
Ｌ
「個
」γ
鮨
い
た

安
保
法
制
反
対
を
訴
え
た

元
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ
ｓ
の
メ
ン
バ
ー

林
田

光
弘
さ
ん
（２６
）

２
０
１
５
年
か
ら
翌
年

に
か
け

て

安
保
法
制

に
反
対
す
る
街
頭
活
動

な

ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
学
生
団
体

「
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｌ
Ｄ

Ｓ
（
シ
ー

ル
ズ
と
は
立

憲
主
義
と
民
主
主
義
を
守
ろ
う
と
す

る

「個
」
の
集
合
体

。
全
共
闘
運
動
や

新
左
翼

の
教
訓
か
ら
暴
力
や
排
除
は

し
な
い
、
上
意
下
達
の
組
織
運
営

も

し
な
い
方
針

で
し
た
。
逮
捕
者
が
出

れ
ば

「
過
激
派
」
扱
い
さ
れ
、
安
保
法

制

の
問
題
が
伝
わ
ら
な
い
。
リ

ア
リ

ズ

ム
か
ら

の
非
暴
力

で
し
た
。

無
関
心
層
に
も
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
届

け
る
た
め
、
メ
デ

ィ
ア
と
呼
応

し
た

活
動

を
意
識

し
ま
し
た
が

、
自
分
た

ち
が
偶
像
化

、
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
化

さ

れ
る
現
象
も
生

ま
れ
ま
し
た
。

東
大
や
日
大

を
中
心
に
全
国

で
吹

き
荒
れ
た
全
共
闘
と
は
違

い
、
私
が

通

っ
た
明
治
学
院
大
の
ほ
か

、
国
際

基
督
教
大

、
上
智
大

の
学
生
が
目
立

っ
た
の
は
理
解

を
示
す
教
員
が
い
た

か
ら
。
学
内
と
学
外

、
活
動

の
た
め

の
勉
強
と
行
動
を
心
が
け
ま
し
た
。

安
保

法
制
を
阻
止

で
き
な
か

っ
た

悔
し
さ
は
あ
り

ま
す
が

、
そ
の
流
れ

か
ら
生

ま
れ
た
野
党

共
闘
が

一
定

の

成
功
を
収

め
ま
し
た
。
元

メ

ン
バ
ー

は
今
、
様

々
な
道

を
歩

み
、
方
法
論

を

ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が
ら

「不
断

の
努
力

」
を
続

け

て
い
る
。
私
は
長

崎
市
出
身
。
会
社
勤
め

の
傍
ら

「
ヒ

バ
ク
シ

ャ
国
際
署
名

」
の
キ

ャ
ン
ペ

ー

ン
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

て
い
ま
す
。

全
共
闘
世
代
と
は
接
点
が

な
い
の

で
す
が

、
年
金
問
題
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
世
代

し
か
言
え
な
い

こ
と
を
言

い

続

け
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
。

◇次回は「国立競技場の誕生Jです。


